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青　原　令　知

はじめに
　かつて，龍谷大学仏教文化研究所（現・世界仏教文化研究センター）では複
数 の 共 同 研 究 に よ り， 称 友（Yaśomitra） の 倶 舎 論 釈（Sphut. ārthā 

Abhidharmakośavyākhyā, 以下 SA）の梵文写本の複製を可能な限り収集する継
続事業が行われた。その経緯は青原2003で報告した通りであるが，恥ずかし
い話，それ以来20年もの間，この知的財産に何も手が付けられないまま放置
されていた。気がつけば当時の主任であった若原雄昭教授も定年退職され，
事情を知る者は筆者だけになってしまった。その間，能仁正顕教授による梵
文写本の共同研究の一員に名を連ねさせて頂いておりながら，生来の無精な
性格が災いして何度も発表する機会を逃してしまった。その能仁教授もこの
度定年退職を迎えられるということで，遅きに失した感はあるが，再び貴重
な資料をひも解いて，そのご恩に報いるべく愚筆を草する次第である。

　周知のように倶舎論注釈書で SA と双璧をなすのが，安慧（Sthiramati）

の注釈（Tattvārthā Abhidharmakośat. īkā, 以下 TA）である。近年，新出の梵文
写本が公表され，解読が進められつつあるので，梵文を直接比較検討するこ
とが可能になった。そうした中，現行 SA 校訂本にはしばしば TA が混入し
たと思われる記述があるが，筆者は収集した SA 写本を整理する過程におい
て，その TA 混入の原因とおぼしき事実が一点の写本にあること見いだし
た。本稿の目的はこの事実を紹介することに尽きる。それにより現行の SA
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校訂本の問題点も浮彫りになるであろう。非常に重要な事実なので，順を追
って詳細に報告したい。

1.　SA写本と荻原本
　はじめに我々が収集しえた SA 写本複製について，写本間の相互関係など
をあらためて推察する。収集済みの SA 写本のうち完本は以下の 7 本である。

NN1	 ネパール国立古文書館写本 1 （364葉）

NN2	 ネパール国立古文書館写本 2 （352葉）

NN4	 ネパール国立古文書館写本 4 （321葉）

AC 	 カルカッタ・アジア協会写本（338葉）

CU	 ケンブリッジ大学写本（362葉）

UT 	 東京大学写本（高楠順次郎招来）（488葉）

KU	 京都大学写本（榊亮三郎招来）（487葉）

　これらの写本はすべていわゆるネパール写本であり，いずれも近代になっ
て書写されたものである。また，W: 723, 2-3に見られる末尾の結頌の欠落
箇所がすべての写本に共通しているので，すべて同一の源泉から派生したも
のと推定される。残念ながら，源泉となった元写本は現存しない。
　さらにこれら 7 点の先後関係について，詳細は省くが，奥書の系統，一部
に共通する同一箇所の大幅な脱漏などから判断して，ある程度の書写の系統
が想定しうる。その中で最も古い書写と思われるのが CU すなわちケンブリ
ッジ写本である。その理由は，他の写本に比して欄外の追加書き込みが極め
て頻繁に見られることによる。書き漏らした語句の補填だけでなく，複数行
にわたる長文の記述が行を指定して書き込まれ，指定行には x 印などで対
応箇所が記される。そして他の写本にこれらを確認すると，CU の欄外記述
がほとんどの場合に本文中に挿入してある。
　それだけでは，単なる CU の書写漏れの補正と見ることもできるが，それ
にしてはあまりに長文が多く，意図的な加筆とみた方が自然である。決定的
なのは，これらの長文書き込みのほぼすべてがチベット訳（SA-T）に存在
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しないことである。おそらくこれらの欄外の記述を取り除けば，チベット訳
者が見たはずの原本と等しくなるに違いない。AC をはじめ後続の他の写本
はこの CU の欄外補充の指示に従って，本文中に記述を追加したものと思わ
れる。
　SA 研 究 の 底 本 と し て 定 番 と い え る， 荻 原 雲 来 に よ る 校 訂 本

（Wogihara1932-1936=W 本）は，チベット訳や本論両漢訳など参照しうるも
のは漏らさず活用し，異読も細かく脚注に記されており，その精度の高さは
驚嘆に値する。公刊以来90年を経て今なお信頼を失わず重用され続けている
のも頷ける。この W 本はその序文の記述による限り，CU を参照していな
い。当然 CU の欄外記述に言及することもなく，他の写本同様，その記述を
本文に取り込んだテキストとなっている。荻原は多くの場合，それがチベッ
ト訳に欠いている事実を確認していて，“om. Tib.”，“deest in Tib.”などと
丁寧に注記している。特に，その箇所が［　］で表記されることがしばしば
あるが，荻原自身が内容に疑問を呈していることを表わすのであろう。実際，
これらの挿入文のほとんどが蛇足のようなもので，これを有さない SA-T の
方が意味がよく通じる。CU を参照しえなかった荻原は疑問を抱きつつも，
他の写本に倣って挿入文を含むテキストを用いたのである。

2.　SAに混入した TAの断片
　さて，従来の SA の翻訳研究等において，これらのチベット訳に欠いた記
述の一部が TA すなわち安慧（Sthiramati）の注釈（Tattvārthā）と類似する，
さらには混入であるとの重要な指摘がしばしばなされてきた。筆者は指摘さ
れた事例の中に，上述の CU 欄外記述文に対応するものがあることに気付き，
確認してみた。もとより先行研究は TA のチベット訳（TA-T）からの考察
であったので，参照可能となった TA 梵文写本（TA-Ms）は必見であった。
そうすると早速，並行文が見いだされた。TA-T の所在が確認済みだった事
例なので当然ではあった。そこで，他の CU 欄外記述例を洗いざらい検証し
てみた。すると，「CU で欄外に記述されている」「チベット訳に存在しな
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い」，この 2 つの条件を満たすだけで，検証したすべての事例において
TA-Ms に何らかの並行文が確認され，一件の例外もないことが判明した。
また TA と一致しても LA（俱舍論満増釈 Laks. an. ānusārin. ī）に対応しない事
例も少なからず存在するため，LA に相当する可能性は否定される。CU の
欄外記述は純粋な遺漏補正の場合を除き，すべて TA からの流用とみて間
違いない。
　以上のような事例は，特に第 ５ 章随眠品（CU: 236b–270b）に集中的に現わ
れている｡ 他の章においてもいくつか確認できるが，第 5 章での出現頻度は
その比ではない｡ その理由等については今後の課題として残し，ひとまず本
稿では巻末に「資料編」として随眠品における総計29例の CU の欄外記述と
TA-Ms の対応箇所を一覧しておいた｡ 情報共有して頂けたら幸いである｡
　紙数の関係上，この「資料編」には必要最低限の情報しか提供しえなかっ
たので，若干の事例を取り上げて以下に解説する。

　まず，CU: 265b には一葉に【25】〜【29】の 5 箇所もの欄外記述がある。
そのうち【27】【28】【29】の事例を前後の文を含めて TA と比較してみる。
下線部が CU の欄外記述相当部分で，SA-T に欠如する箇所と全く一致する。
太字は SA・TA の完全一致，斜体字は類義的一致を表わす。関連資料の情
報は資料編を参照のこと。

(W: 498, 20-29) tatrʼ ālam. bana-prajñānāt kāmāvacarāh.  sva-dhātv-
ālam. banā rūpʼārūpyāvacarāś ca duh. kha-samudaya-dr. g-gheyāh.  
prahīyam. te. tatra visabhāga-dhātv-ālam. banānām ālam. banam.  
parijñayā paśyatah.  prahān. am.  duh. kha-samudayānvaya-jñāna-
ks.ām. tyor yugapad dvi-dhātv-ālam. banatvāt. sva-bhūmy-ālam. banānām iti 
viśes. an. am. . visabhāga-dhātu-sarvatraga-nirāsārtham. . tad-ālam. bana-
sam. ks. ayād iti. visabhāga-dhātu-sarvatragā ālam. banam es. ām.  satkāya-
drst. . .y-ādīnām iti. tad-ālam. banāh.  sabhāga-dhātu-sarvatragāh. . tes. ām.  
ks. ayāt prahān. āt. te visabhāga-dhātu-sarvatragāh.  prahīyam. te. [tad-
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dhetutvenopastam. bha-prahān. ād visabhāga-dhātu-sarvatragānām.  
prahān. am ālam. bana-pahān. ā].
(TA-MS: 31b4-6) svabhūmyālambanānām i+ti | svabhūmigrahan. am.  vis
abhāgadhātusarvvattraganirāsārtham. ˌ anāsravālam. banānām.  ceti 
anāsravagrahan. am.  sāsravālam. bananirāsārtham. ˌ tatrālam. banaparijñānāt 
kāmāvacarāh.  svadhātvālam. banāh.  rūpārūpyāvacarāś ca duh- kha
samudaya｛pra｝darśanaprahātavyāh.  prahīyam. teˌ tattra hi visabhāga
dhātvālam. banānām apy ālambanam.  parijñāyā paśyatah.  prahān. am.  
bhavati duh- hkasamudayānvayajñānaks.āntyor yugapat --
dvidhālam. banatvātˌ tadālam. banasam. ks.ayād iti visabhāgadhātusarvva
ttragāh.  sabhāgadhātusarvvattragān. ām.  yes. ām ālam. banam.  satkāyām.
tagrāhadrst. . .yādīnām.  te tadālam. banās tes. ām.  sam. ks. ayah.  prahān. am. ˌ 
etad uktam.  bhavatiˌ upastambhaprahān.ād visabhāgadhātusarvvatra
gān. ām.  prahān. am.  nālam. banaparijñānād itiˌ katham.  punas te tes. ām 
upastambhatve ⃝ na kalpanta taddhetubhāvā na tv evam.  sati hetu
samudghātād eva vaktavyam.  paryāyenaitad evoktam.  bhavaty asam.
karārtham.  tv evam ucyate sarvve hi te parasparahetukā ity atas tad
ālam. banaprahān. avacanena visabhāgadhātusarvvattragā eva sukham.  
vijñāyate nānyeˌ

　CU が欄外に追加した 3 箇所はすべて SA-T に欠く部分と一致し，それぞ
れに対応する TA-Ms の並行文が認められる。ただし全文が一致するわけで
はなく，darśana-prahātavya- → dr. g-gheya- 等の変換や bhavati, api 等の省
略がみられる。また【29】の部分は W 本では［　］で示され校訂者自身が
疑問視している。実際，最後の ālam. bana-pahān. ā の語は解釈に苦しむ。し
かし TA-Ms 対応箇所では nālam. banaparijñānād とあり，脈絡を保っている。
おそらくこれは後続文を含めて衆賢の『阿毘達磨順正理論』（=NA）からの
流用と思われる。CU 引用文はその文脈を踏まえず安易に省略した形になり
錯綜が起こっているのである。
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　【21】の事例は SA-T に欠く範囲が CU 欄外記述と異なる例である。
(W: 488, 8-13) āsayam. ti sam. sāra ity āsravā iti. nairukto vidhih. . 
āsanārtho vā āsravam. ti. bhavāgrād yāvad avīcim iti. s. ad. bhir āyatana-
vran. aiś caks. ur-ādibhir āyatanair vran. a-bhūtair āsravam. ti ks. aram. ti. 
bhavāgrād yāvad avīcim.  gaccham. ti. bhavāgrāvītarāgasyāpy āvīcika-
kleśa-samudācārāt tad-utpannasya vā tatrotpatti-sam. bhavāt. ka 
āsravam. ti. anuśayāh. . āsravam. tīty āravā ity ac-pratyayah. .
(TA-Ms: 29a6-7) āsravam. tīti vistara‹h. ›ˌ bhavāgrāvītarāgasyāpi 
s. ad. āy-atanāśrayen. āvīcikakleśasamudācārāt tadupapannasyāpi vā 
ttattrotpattibhavyatām adhikr. tya yāvad avīcim āsravam. tīty uktam. ˌ

　漏（āsrava）の語義解釈（AKBh: 308, 15）への注釈部分である。SA が一通
り AKBh の語義解釈の意味を解説しているのに対して，TA はむしろ「有
頂から無間地獄に至るまで」の語句のみの解釈となっている。CU はこの本
来 SA になかった解釈を TA から抜粋して示しているのである。
　しかし CU の抜き書きは下線部だけであるが，SA-T に欠けるのは文末の
ity ac-pratyayah. までである。残りの欠落は CU に起因するものではない。
SA-T は純粋なサンスクリット文法的な解釈を翻訳せず放棄することが少な
からず見られるので，この場合もそれに該当するのであろう。

　【 7 】【 8 】の事例は，連続した文に表われ，先行研究により修正案が示さ
れている箇所である。

(W: 457 4-13) a) nāvaśyam iti. prahīn. am.  na samudācaratīti niyamah. . 
b) tathā hi śraddhʼādi-middha-duh. khendriya-caks.ur-ādayah.  prahīn. ā 
api samudācaram. ti. c)darśana-heyānām antarmukhatvāt. bhāvanā-
heyʼālam. banaiva rāga-dves. a-mohair vijñaptir utthāpyata iti. bhāvanā-
heyam eva vadhʼādi-paryavasthānam. . vadhʼādi-paryavasthānam iti. 
ādi-śabdenādattʼādāna-kāma-mithyʼācāra-mr. s. āvada-grahan. am. . tad 
bhāvanā-heyam.  bhāvanā-heya-dharmʼālam. banatvād iti. bhāvanā-heyā 
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d) vadhʼādika-sattvʼādayah.  eva dharmā asyʼ ālam. banam iti kr. tvā. satkāya-
dr. st. .y-ādayo ʼpi hi yady api bhāvanā-heyān dharmān ālam. bam. te na tu 
kevalam.  bhāvanā-heyā ity ato na te bhāvanā-heyāh. .
(TA-Ms: 18b10-11) a) nāvaśyam iti na hy attraikām. tena niyamo ʼsti 
prahīn. am.  na samudācarati aprahīn. am.  vā samudācaratītiˌ b) tathā hi 
śraddhādimiddhaduh- khendriyacaks. urādayah.  prahīn. ā api 
samudācaran[t]iˌ aprahīn. am api kim. cin na samudācaratiˌ tadyathā 
vadhādiparyavasthānam. ˌ bhāvanāheyadharmmālam. banatvād itiˌ yad 
etad d) vadhyādiki satvādi tad bhāvanāheyam.  rūpādisamudāyatvādˌ 
rāgadves. amohāś ca darśanaheyālam. banā eva taddarśanaheyā na 
bhāvanāheyālam. banāh.  c) darśanaheyānām.  cāntarmukhapravr.ttatvād 
bhāvanāheyālam. banair eva rāgādibhir vvijñaptir utthāpyata iti 
bhāvanāheya+[m] e[va] vadhādiparyavasthānam. ˌ

　一見して分かるように，CU が欄外に引いた a）〜 c）の語句は，TA では
本来異なる構文の注釈中に別々に散在していた語句であり，CU はこれを併
せて抜粋し，さらに別な箇所で d）を欄外に引いている。この事例では舟橋
1986および小谷・本庄2007によって補足修正案が提示されている。SA の

「脱落文」を TA-T と NA によって補足するものである。かなり大胆な修正
案であったが，そうでもしなければ，これらの補足文はそのままでは意味が
通じないのである。

　以上の事例では，CU の欄外補足は TA のそのままの流用ではなく，何ら
かの意図をもって抜粋し，あるいは一部を改編して引いている。資料編に挙
げた事例の多くは少なからず同じ要素をもっている。他の章の事例は検証の
途上ではあるが，例外はほぼないものと予想される。

おわりに
　以上の事実をどのように解釈すべきだろうか。CU の欄外記述は決して
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SA 本文に追加文の挿入指示をしたものなどではなく，むしろその箇所の理
解の補助となるメモ書き程度のもののように思える。しかしそうだとしたら，
まずその当事者は TA の梵文を参照しうる立場にあったはずであり，また
このような抜粋引用を行なうためには，かなりの知識と SA，TA 両者の読
み込みが必要であろう。またその記述の端々から，TA の説を支持している
気配も感じ取られる。そしてこれは CU 書写者自身の操作なのか，それとも
先行する未知の写本を参照したのか，誰が何の目的で行なったのか等々，現
存の限られた資料からは読み解くのは困難である。
　少なくとも現行の W 本は，諸資料の関係を探る上で有益ではあるが，SA
の本来の姿を表わすものではない。CU に後続する写本が概ね本文に追加文
を挿入したがために，ありもしない SA 異本が出来上がってしまったのであ
る。おそらく SA 本来の姿はチベット訳業に用いられた原本が最も近いはず
である。そして，現存する写本からそれが知られるのは唯一 CU ということ
になる。新たな校訂を施してその元の形を再現することが，学術的には求め
られるところであろう。少なくとも第 5 章については，早急な再校訂が必要
である｡ 将来への課題として，取りあえず資料を提示しておくものである。

（資料編）
　SA 第 5 章（随眠品）において CU（ケンブリッジ写本）で欄外補足となって

いる箇所でチベット訳を欠いている事例（29例）を収集し，TA 梵文写本の並
行文を対応させた。短文の事例は前後の文章を示して分かり易くしたかったが，
紙数の関係で該当語句のみを抽出した。

・SA 文は W 本の表記を流用し，引用を示すイタリックはすべてローマン体に
改めた。必要に応じて異読修正を行なっている。

・TA-Ms は暫定的な写本の転写にとどめ，本格的な校訂は行なっていない。
・（　）は一致しない語句を示す。
・イタリックは同義語などの部分的な相違を示す。
・【 7 】【 8 】【16】は，部分的な一致が順不同に表われるので，a），b）等の符

号を用いて対応位置を示した。
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【 1 】W: 442, 16-21 (n.9) (AKBh: 277, 8)
　s. . od. aśety anyah. . es. u s. at.  praks. ipya. āśraya-daust. . hulyam.  janayaty 

akarman. yatʼāpādanāt. gun. ān dvest. . i tad-virodhitvāt. apavādānām āspadī-karoti 
vidvad-vigarhita-kāya-karmotthāpanāt. sat-pathād udvartayati viparīta-daiśika-
sam. sevāʼbhimukhī-karan. āt. vividhānartha-bījam.  ropayati sarva-sam. sāra-
vyasanānām.  tat-prabhavatvāt. ādhipatya-phalena ca lokasyānist. . am 
upasam. harati tad-vegena bāhya-bhāva-vikārʼāpatteh. .

(TA-Ms: 14b3-4)
　s. . od. aśety apare | es. v (eva daśasu anyāni) s. at.  praks. ipyaˌ (tāni punar) 

āśrayadaust. . hulyam.  janayaty akarmman. yatāpādānād gun. ām.  +dvest. . i 
tadvirodhitvāt- apavādānām āspadīkaroti vidvadgarhitakāyavākkarmmotthāpa
nāt satpathād udvarttayati aviparītadeśikasam. sevābhimukhīkaran. ād 
vi«vi»dhānarthabījam.  ropayati sarvvasam. sāravyasanānām.  tatprabhavatvād 
ādhipatyaphalena ca lokasyānist. . am upasam. harati tadvaśena bāhya
bhāvavikārāpatter itiˌ

　SA-T: D.ngu88b6; P.chu99b4 (=om.); CU: 237a (margin).
　TA-T: D.do98b5-99a2, P.tho228b8-229a5; LA: D.chu89a3, P.nyu109a7 (=om.).
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 4, 13-5, 1 (n.13); NA: 596a21-b07.

【 2 】W: 442, 24 (n.13) (AKBh: 277, 5-11)
　. premād dves.o jāyate mānʼādayo ʼpīti sūtram. .
(TA-Ms: 14b5)
　(evam.  hy uktam. ) sūttre premn. o dves. o jayate (evam. ) mānādayo ʼpi 

(veditavyāh. )ˌ
　SA-T: D.ngu88b6; P.chu99b4 (=om.); CU: 237a (margin).
　TA-T: D.do99a2-3, P.tho229a5- 7 ; LA: D.chu89a4, P.nyu109a8-b2.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 5, 3 (n.17); NA: 596c05-07.

【 3 】W: 445, 17-27 (n.6) (AKBh: 280, 9-11)
　satkāya-dr. st. . ir eka-prakāreti. ātmʼātmīyʼākāren. a duh. khe vipratipannatvāt 

duh. kha-darśana-heyaiva. evam am. tagrāha-dr. st. . ir iti. asāv apy ātmābhimatasya 
vastunah.  śāśvatocchedām. tʼāropād duh. kha eva vipratipanneti duh. kha-darśana-
heyaiva. mithyā-dr. st. . iś catus. -prakāreti. duh. khʼādi-satya-laks. an. āpavāda-
pravr. ttatvāt satya-catust. .aye ʼpi vipratipanneti. catuh. -satya-darśana-heyā. 
evam.  dr. st. . iparāmarśo ʼpi catus. -prakāra eva. sa hi hīne ʼgra-darśanam. . tatra 
samudaya-nirodha-mārga-praheyʼālam. banah.  samudaya-nirodha-mārga-darśana-
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heyah. . śes. o duh. kha-darśana-heyah. . evam.  vicikitsā sarvatrasam. śayʼākāreti 
sarvatra-vipratipannatvāc catuh. -satya-darśana-heyā. śīlavrataparāmarśo 
dvis. -prakāra iti. Īśvarʼādis. v ahetus. u hetu-graho nityʼātma-viparyāsāt 
pravartata iti duh. kha-darśana-heyah. . amārge mārga-darśanam.  mārga-
darśana-heyah. .

(TA-Ms: 15b5-7, 16a7)
　(tad evam. ) satkāyadr. st. . ir ekaprakāre‹ti› ātmīyākāren. a duh- khaviprati

pannatvād duh-khadarśanaheyaitiˌ evam anta+rgrāhadr. st. . ir iti asāv apy 
ātmābhimatasya vastunah.  śāśvatocchedām. tasamāśrayan. ād duh-kha eva 
vipratipanneti duh-khada⃝rśanaheyaivaˌ mithyādr. st. . iś catus. prakāreti duh---
khādisatyalaks. an. āpavādapravr. ttatvāt satyacatust. .aye pi vipratipanneti 
catuh. satya⃝darśanaheyāˌ evam.  dr. st. . iparāmarśo pi catuh. prakāra eva sa hi 
hīne gradarśanam.  tattra samudāyanirodhamārggapraheyālam. bana+h.  samuda
yanirodhamārggadarśanapraheyah.  śes.o duh-khadarśanaheyah. ˌ evam.  vicikitsā 
sarvvattra sam. śayākāreti sarvvatra viprati⃝pannatvāt- catuh. satyadarśana
heyāh. ˌ śīlavrataparāmarśo dviprakāra iti īśvarādis.v ahetus.u hetugrāho 
nityātmaviparyāsā⃝t pravarttata iti duh-khadarśanaheyah.  amārgge mārgga
darśanam.  (>16a7) mārggadarśanaheyah. ˌ

　SA-T: D.ngu91b2; P.chu102b5 (=om.); CU: 239a (margin).
　TA-T: D.do103b2-7, P.tho235a6-b6; LA: D.chu92a2-6 P.nyu113b2-114a1.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 21, 2-17 (n.3).

【 4 】W: 446, 18-24 (n.3) (AKBh: 280, 16-20)
　(rūpʼārūpya-dhātvor duh. khābhāvāt pratighābhāvah. .) duh. khāyām.  hi 

vedanāyām.  pratigho ʼnuśete. sā copari nāstīti. dves.aś ca rūks.o vāta-vyādhivat. 
te ca sattvāh.  śamatha-snigdha-sam. tataya iti. vipākābhāvāc ca. anist. .o hy asya 
vipākah. . tau dhātau vigatānist. .a-vipākau. āghāta-vastv-abhāvāc ca. na hi tatra 
bāhyāh.  kuśa-ks.āra-kant. .akʼādayo nʼ ādhyātmikā tāpāpasmārʼādayah.  sam. ti. 
maitry-ādi-kuśala-mūla-sam. bhūtatvāt parigrahābhāvāc ca.

(TA-Ms: 15b7-9)
(apratighās ta eva rūpadhātāv ity uktam.  atha kasmād upari pratigho nāsti 

tadanuśayavastvābhāvā) duh-khāyām.  hi vedanāyām.  pratigho nuśete sā copari 
nāstīty (asam. bhavas tattra pratighasya) ⃝ dves.aś ca rūks.o vātavyādhivat te 
ca satvā«s śa»mathasnigdhasam. tataya iti vipākābhāvāc ca anist. .o hy asya 
vipākas tau (ca) dhātū vigatānist. .a⃝vipākau āghātavastvabhāvāc ca na hi tattra 
bāhyā‹h. › kuśaks.ārakamt. .akādayo nādhyātmikā vātāpasmārādayah.  santi maitr
yādikuśalamūlāvāsabhūtatvāt parigrahābhāvāc cetiˌ
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　SA-T: D.ngu92a6; P.chu103b2 (=om.); CU: 239b (margin).
　TA-T: D.do105b7-106a3, P.tho237b5-238a1; LA: D.chu92b5, P.nyu114b1 (=om).
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 23, 14-24, 2 (n.14); NA: 602c03-12.

【 5 】W: 450, 1-2 (n.1) (AKBh: 281, 15)
　[katham.  tarhi vītarāgān. ām.  kāmʼālam. bana-dr. st. . i-samudācāra (ity āha.) dr. st. .y-

utpāde(ty-ādi).]
(TA-Ms: 16b4-5)
　(yady evam. ) katham.  tarhi vītarāgān. ām.  kāmālam. banadr. st. . isamudācārah. ˌ 

dr. st. .yutpāda(samakālam.  te parihīn. āh. )ˌ
　SA-T: D.ngu94a6; P.chu107a4 (=om.); CU: 241b (margin).
　TA-T: D.do108a5-6, P.tho241a2- 3 ; LA: D.chu95a2-3 P.nyu117b4-5.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 32, 1-2 (n.23).

【 6 】W: 450, 11 (unnoted) (AKBh: 281, 21)
　sarvaiveti. pam. ca-prakārā ʼpi. satkāya iti. pam. casūpādāna-skandhes.u.
(TA-Ms: 16b9)
　sarvvaiveti pam. ca ⃝ prakārāpi̩  (sāsravālam. baneti anāsravālam. banāto viśes.anam. )̩ 

satkāya iti pam. casūpādānaskandhes.uˌ
　SA-T: D.ngu95b3; P.chu107b1 (=om.); CU: 242a (margin).
　TA-T: D.do109a2-3, P.tho242a1- 2 ; LA: D.chu95a6-7 P.nyu118a3-4.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 36, 3-4 (unnoted).

【 7 】W: 457, 4-7 (n.2) (AKBh: 285, 18)
　a) nāvaśyam iti. prahīn. am.  na samudācaratīti niyamah. . b) tathā hi śraddhʼādi-

middha-duh. khendriya-caks.ur ādayah.  prahīn. ā api samudācaram. ti. c) darśana-
heyānām antarmukhatvāt. bhāvanā-heyʼālam. banaiva rāga-dves. a-mohair 
vijñaptir utthāpyata iti. bhāvanā-heyam eva vadhʼādi-paryavasthānam. .

【 8 】W: 457, 10-11 (n.5) (AKBh: 285, 20-21)
　d) vadhʼādika-sattvʼādayah. .
(TA-Ms: 18b10-11)
　a) nāvaśyam iti (na hy attraikām. tena) niyamo (ʼsti) prahīn. am.  na 

samudācaratiˌ (aprahīn. am.  vā samudācarat)ītiˌ b) tathā hi śraddhādimiddhadu
h-khendriyacaks.urādayah.  prahīn. ā api samudācaran[t]iˌ (aprahīn. am api kim. cin 
n a  s a m u d ā c a r a t iˌ  t a d y a t h ā  v a d h ā d i p a r y a v a s t h ā n a m. ˌ  
bhāvanāheyadharmmālam. banatvād itiˌ yad etad) d) vadhyādiki satvādi tad 
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bhāvanāheyam.  rūpād i s amudāya tvād ˌ  ( r āgadves. amohāś  ca 
darśanaheyālam. banā eva taddarśanaheyā na bhāvanāheyālam. banāh. ) c) 
darśanaheyānām.  (cā)ntarmukhapravr. ttatvād bhāvanāheyālam. banair eva 
rāgādibhir vvijñaptir utthāpyata it i bhāvanāheya+[m] e[va] 
vadhādiparyavasthānam. ˌ

　SA-T: D.ngu102b3, 5; P.chu115b4, 6 (=om.); CU: 246a (margin).
　TA-T: D.do118a7-b4, P.tho252a5-b2; LA: D.chu101a4-6, P.nyu126a6-b2.
　Cf. 舟橋1986; 小谷 ･ 本庄2007: 61, 7-10 (n.16), 14 (n.17); NA: 610b04-11.

【 9 】W: 462, 21-23 (unnoted) (AKBh: 289, 7)
　api ca parāmarśau yady anāsravʼālam. banau syātām.  samyag-dr. st. . i-laks. an. am.  

bhajetām. . śuddhatvād agratvāc cānāsravān. ām. . ataś ca na darśana-heyau 
syātām (agrau).

(TA-Ms: 21a9)
　api ca parāmarśau yady anāsravālambanau syātam.  samyagdr. st. . ilaks. an. am.  

bhajetām. ˌ śuddhatvād agratvāc cānāsravān. ām. ˌ ataś ca na darśanaheyau 
syātām itiˌ

　SA-T: D.ngu107b3; P.chu121b3 (=om.); CU: 248b (margin).
　TA-T: D.do128a6-7, P.tho262b7-263a1; LA: D.chu106b2-3, P.nyu133b6-8.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 82, 2-5 (n.19); NA: 615a12-14.

【10】W: 463, 28 (unnoted) (AKBh: 291, 4)
　kuśala-mūla-vipaks.en. a vyavasthānāt.
(TA-Ms: 22a5)
　kuśalamūlapratipaks.e｛pe｝n. a vyavasthāpanāt-ˌ
　SA-T: D.ngu108b5; P.chu122b8 (=om.); CU: 249b (margin); 
　TA-T: D.do131b6, P.tho266b4; LA: D.chu108a7, P.nyu136a5 (=om).
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 190, 13-14 (unnoted).

【11】W: 469, 27-31 (n.6) (AKBh: 296, 15-16)
　yady anāgatam atīta-pratyutpannābhyām.  viyuktam.  syāt. evam.  sati nānāgatam 

evotpannam atītam veti syāt. athātītam anāgata-pratyutpanābhyām.  viyuktam.  
syāt. nānāgatam.  vartamānam.  cātītam.  syāt. vartamānam atītānāgatābhyām.  
viyuktam.  syāt. anāgatam eva vartamānam.  vartamānam evātītam.  syāt.

(TA-Ms: 23a4- 5 )
　yadi (hy) anāgatam atītapratyutpannābhyām.  viyuktam.  syādˌ evam.  sati 

nānāgata[m. ] evotpanna⃝m atītam.  ceti syā(t)̩  athātītam anāgatapratyutpannābhyām.  
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viyuktam.  syānˌ nānāgatam.  varttamānam.  cātītam.  syātˌ (tathā yadi) 
varttamānam.  atītānāga⃝tābhyam.  viyuktam.  syādˌ anāgatam eva varttamānam.  
varttamānam eva cātītam (iti na) syādˌ

　SA-T: D.ngu114a5; P.chu129a6 (=om.) ; CU: 252a (margin); 
　TA-T: D.do136a5-b1 P.tho271b6-272a1; LA: D.chu113a3, P.nyu142b1 (=om.).
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 125, 1-5 (n.53).

【12】W: 472, 5-6 (unnoted) (AKBh: 298, 1)
　(athā)nāgatāditvam.  kāritrasya sva-rūpa-sattāpeks. ayā evam.  bhāvānām apy 

anāgatʼāditvam.  bhavis.yati. kim.  kāritra-kalpanayā.
(TA-Ms: 23b10-11)
　(yathā ca) kārittrasyānāgatāditvam.  svarūpasattāpeks. ayā (vyavasthāpyate)ˌ 

evam.  bhāvānām apy anāgatāditvam.  bhavis.yatiˌ kim.  kārittraparikalpanayāˌ
　SA-T: D.ngu116a3; P.chu131a8 (=om.); CU: 253b (margin).
　TA-T: D.do139a7-b2, P.tho275b1- 4 ; LA: D.chu114b5-7, P.nyu144b1-2.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 1429, 14-16 (n.65); 秋本2020: 518, 11-15.

【13】W: 474, 23-24 (n.4) (AKBh: 299, 25)
　tad eva tad-vikīrn. am iti. yad eva tad vartamānam. . tad eva vikīrn. am 

atītānāgatam. . 
(TA-Ms: 25a6)
　tad eva tadvikīrnn. . am itiˌ yad eva tad varttamānam.  tad eva vikīrnn. . am 

atītānāga⃝tam. ˌ
　SA-T: D.ngu118a6; P.chu133b8 (=om.); CU: 254b (margin).
　TA-T: D.do145a6-7, P.tho282a7-b1; LA: D.chu117b4, P.nyu147b6 (=om.).
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 135, 4-5 (n.85).

【14】W: 477, 26-30 (unnoted) (AKBh: 301, 17)
　yad yastu prahīn. am ity-ādi. iha prahān. am.  prāpti-vigamāt. visam. yogas tad-

ālam. bana-kleśa-prahān. āt. darśana-bhāvanā-mārgāv adhikr. tya prahīn. e 
duh. kha-dr. ggheya ity-ādi. prāk prahīn. e ity-ādi.

(TA-Ms: 26a12-b1)
　｛ta｝«ya»d vastu prahīn. am iti vistarah. ˌ iha prahān. am.  prāptivisamād (abhipretam. )ˌ 

visam. yogas tadālam. banakleśaprahān. ānˌ (na hi tadālam. banakleśaprahān. am.  
tasmin na pra+hīn. e bhavatiīty ata āha yattra tāvad visam. yukta iti vistarah. ˌ 
aprahīn. e ʼpi tadālam. bane kleśe prahān. am astīty ata āha syāt tu prahīn. am 
ityādiˌ) darśanagottram adhikr. ty (āha) prahīn. e duh- khadr. ggheya iti vistarah. ˌ 
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bhāvanāmārggam adhikr. ty (āha) prāk prahīn. e (prakāre ce)ti-ādiˌ
　SA-T: D.ngu121a3; P.chu137a3 (=om.); CU: 256a (margin).
　TA-T: D.do150b1-3, P.tho288a4- 8 ; LA: D.chu120b1-3, P.nyu151a4-7.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 149, 10-15 (n.2).

【15】W: 481, 14-21 (n.4) (AKBh: 303, 12-14)
　etāny eva s. od. aśa cittāni s. at.trim. śad (bhavam. ti). kāma-dhātau duh. kha-

samudaya-darśana-heyam a-sarvatraga-sam. prayuktam.  sabhāga-visabhāga-
sarvatraga-sam. prayuktam.  ca. evam.  rūpa-dhātau duh. kha-samudaya-darśana-
heyam.  pratyekam.  tri-prakāram. . ārūpya-dhātāv anyatra visabhāga-dhātu-
bhūmi-sarvatraga-sam. prayuktāt. nirodha-mārga-darśana-heyam.  dhātu-traye 
ʼpi pratyekam.  dvidhā sʼāsravānāsravʼālam. banatvāt. bhāvanā-heyam api 
klist. .āklist. .a-bhedāt dvi-prakāram. . anāsravam api dharma-jñāna-paks. am 
anvaya-jñāna-paks.am.  ceti dvidhā.

(TA-Ms: 27a4-5)
　etāny eva s.od. aśa cittāni (sukhāvabodhārtham.  punah. ) s. at.trim. śad (kriyante)ˌ 

kāmadhātau duh-khasamudayadarśanaprahātavyam asarvvattragasam. prayuktam.  
sabhāgavisabhāgadhātusarvvattragasam. prayuktam.  caˌ evam.  rūpadhātau 
duh-khasamudayadarśanaprahātavyam.  pratyekam.  triprakāramˌ ārūpyadhātāv 
anyattra visabhāgadhātusarvvattragasam. prayuktānˌ nirodhamārggadarśana
prahātavyam.  tu dhātutraye ʼpi pratyekam.  dvidhā sāsravānāsravālam. banatvāt-ˌ 
bhāvanāprahātavyam api klist. .āklist. .abhedād dvidhā bhidyateˌ anāsravam api 
dharmmajñānapaks.am anvayajñānapaks.yam.  ceti dvidhā (bhidyate)ˌ

　SA-T: D.ngu124a7; P.chu140b7 (=om.); CU: 258a (margin).
　TA-T: D.do153b4-154a1, P.tho291b6-292a4; LA: D.chu122b7, P.nyu154a4 

(=om.).
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 158, 11-16 (n.20).

【16】W: 484, 30-485, 1 (n.7) (AKBh: 304, 19; 305, 10)
　a)sarvasya sarvānam. taram utpatti-sam. bhavān b)nāsty es. ām utpattau 

sārvajanyah.  krama-niyamah. . c)duh. khatah.  skandhān apohyeti. nedam.  
duh. kham ity ātmato ʼbhiniveśāt. d)rūpam ātmety evam. -dr. st. . ikasya e)
vedanʼādy-ātma-grāha-dr. st. . ih.  pratyanīkā.

(TA-Ms: 28a7-9)
　(athais. ām.  daśānām anuśayānām.  katham.  pravr. ttir bhavatītiˌ) b)nāsty es. ām 

utpattau sarvvajanyah.  kramaniyamah. ˌ a)sarvvasya sarvvānantaram 
utpatti+sam. bhavād  ̩(bā⃝hulyāt tūtpattyānugun.yena kramanirddeśam adhikr.tyāha  ̩
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ādita eva tāvad avidyāyogād iti vistarah. ˌ) c)duh- khatah.  skandhān āpohya 
nedam.  duh-kham itiˌ ātmato ʼbhiniveśād (iti ayam attrābhiprāyah. ˌ.... tasmād) 
d)rūpam ātmety evam. dr. st. . ikasya (vedanādyātmagrāhadr. st. . ikasya) e)
vedanādyātmagrāhadr. st. . ih.  pratyanīkāˌ

　SA-T: D.ngu127b1, P.chu144a6 (=om.); CU: 259b (margin).
　TA-T: D.do159a4-b3, P.tho297b8-298a7; LA: D.chu127a3-b1, P.nyu159a6-b5.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 168, 3-7.

【17】W: 486, 5-9 (n.2) (AKBh: 306, 22)
　sarves. ām.  tes. ām iti. kāmʼāsravʼādīnām.  sam. sārasya ca. ukto hy avidyā hetu-

sam. rāgāyety-ādi. yāh.  kāścana dur-gatayah.  asmin loke paratra ca avidyā-
mūlikāh.  sarvā icchā-lobha-samutthitā iti (ca).

(TA-Ms: 28b8)
　sarvves. ān.  hi tes. ām itiˌ kāmāsravādīnām.  samsāra⃝sya ca uktan.  hi avidyā 

hetuh.  sam. rāgāyeti vistarah. ˌ (punar apy uktam. ˌ) yāh-  kāścana durggatayah.  
asmin loke parattra caˌ avidyāmūlikāh.  sarvvā icchālobhasamutthitā itiˌ

　SA-T: D.ngu128b1, P.chu145b1 (=om.); CU: 260a (margin).
　TA-T: D.do161b1-3, P.tho300b1- 3 ; LA: D.chu128a6-7, P.nyu160b7-8.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 174, 13-16 (n.9).

【18】W: 486, 21-22 (unnoted) (AKBh: 307, 6)
　avasthānānukūlatā calatvāt pat.utvāc ca.
(TA-Ms: 28b9)
　(na kilāsyānukūlateti) avasthānānukūlate(ty arthah. )ˌ calatvāt pat.utvāc ca 

(dr. st. .ayah.  kevalānāvasthānānukūlāh. )ˌ
　SA-T: D.ngu128b5, P.chu145b6 (=om.); CU: 260a (margin).
　TA-T: D.do161b1-3, P.tho300b1- 3 ; LA: D.chu128a6-7, P.nyu160b7-8.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 177, 6 (unnoted).

【19】W: 487, 20-21 (unnoted) (AKBh: 307, 19)
　ist. .a-vis. aya-parivarjaneneti. rasa-parityāga-bhūmi-śayyā-mala-pam. ka-dhāran. a-

nagna-caryā-keśollum. canʼādinā śuddhi-pratyāgamanāt.
(TA-Ms: 28b11-12)
　ist. . avis. ayaparivarjjaneneti | (ata saudaryam.  vr. ttiparisam. khyānam. ) 

rasaparityāgah.  bhūmiśayyā malapan. kadhāran. am.  nagnacaryā keśolum. can 
(ādikam.  cety evam)ādinā śuddhipratyāgamanāt-ˌ

　SA-T: D.ngu129b2, P.chu146b6 (=om.); CU: 260b (margin)
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　TA-T: D.do162a1-2, P.tho30a3- 4 ; LA: D.chu128b3-4, P.nyu160a5-6.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 180, 15-16 (unnoted).

【20】W: 488, 2-6 (n.1) (AKBh: 308, 11)
　ālam. banataś chidrānves. i-śatruvat dr. st. . i-vis. avac ca. sam. prayogato ʼyo-

gud. odaka-sam. tāpavat sparśa-vis. avac ca. ubhayato dhātrī kumārakav[ad] 
anuśerate. evam ete ʼpy ālam. banāt sam. prayuktebhyo vā svām sam. tatim.  
vardhayam. tah.  prāptibhir upacim. vam. ti. anubadhnam. tīti. anukrānteś 
cāturthaka-jvaravan mūs. ikā-vis. avac cety anye.

(TA-Ms: 29a3-4)
　ālam. banatah.  sām. prayogataś cetiˌ ālam. banataś chidrānves. iśastruvad 

dr. st. . ivis. ayavac caˌ sam. prayogatah.  ayogud. odakasam. tāpavat sparśavis. avac caˌ 
ubhayatas (tu) dhātrī kumārakavad anuśerateˌ (sā hi tu mārakam vardhayanti 
upacinoty)ˌ evam ete ʼpy ālam. banāt sam. prayuktebhyo vā svām.  santantim.  
vardhayam. tah.  prāptibhir upacimvantiˌ anubadhnantīti anupakrānteś 
cāturthakajvāravan mūs. ikāvis. avac cety anyeˌ

　SA-T: D.ngu130a1, P.chu147a5 (=om.); CU: 261a (margin).
　TA-T: D.do162b4-7, P.tho301b7-302a2; LA: D.chu129a4, P.nyu161b8 (=om.).
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 184, 8-15 (n.10, 11).

【21】W: 488, 11-13 (n.10) (AKBh: 308, 15)
　bhavāgrāvītarāgasyāpy āvīcika-kleśa-samudācārāt tad-utpannasya vā 

tatrotpatti-sam. bhavāt. ka āsravam. ti. anuśayāh. . āsravam. tīty āravā ity ac-
pratyayah. .

(TA-Ms: 29a6-7)
　(āsravam. tīti vistara‹h. ›ˌ) bhavāgrāvītarāgasyāpi (s. ad. āyatanāśrayen. )

āvīcikakleśasamudācārāt tadupapannasyāpi vā ttattrotpattibhavyatām 
(adhikr. tya yāvad avīcim āsravam. tīty uktam. ˌ)

　SA-T: D.ngu130a3, P:chu147a8 (=om.); CU: 261a (margin).
　TA-T: D.do163a5-6, P.tho302b1- 2 ; LA: D.chu129a4-5, P.nyu161b8.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 185, 2-4 (n.15).

【22】W: 488, 20-21 (unnoted) (AKBh: 308, 17)
　mahatā ʼbhisam. skāren. a kuśalair dharmaiś citta-sam. tānah.  pratisroto nīyate 

vis. ayebhyo nivāryate.
(TA-Ms: 29a8)
　mahatābhisam. skāren. a kuśalair dharmmaiś cittasantānanauh.  pratisroto nīyate 

㉕

㉖
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vis.ayebhyo nivāryateˌ
　SA-T: D.ngu130a5, P.chu147b4 (=om.); CU: 261a (margin).
　TA-T: D.do163b2-3, P.tho302b7- 8 ; LA: D.chu129b1-2, P.nyu162a6-7.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 185, 13-14 (n.19).

【23】W: 491, 20-21 (unnoted) (AKBh: 310, 3)
　akuśala-dharmāpāya-gati-duh. kha-daurmanasya-sadbhāvāt. ghana-kleśatvāc ca. 
(TA-Ms: 29a8)
　 a k u ś a l a d h a r m m a ( s a d b h ā v ā d )  a p ā y a g a t i  ( s a d b h ā v ā t- ) 

duh-khadaurmmanasyasadbhāvād ghanakleśatvāc cetiˌ
　SA-T: D.ngu133a1, P.chu150b6 (=om.); CU: 262b (margin).
　TA-T: D.do166a3-4, P.tho305b5- 6 ; LA: D.chu131a6-7, P.nyu164b1-3.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 199, 14 (n.10).

【24】W: 493, 25-26 (n. 5) (AKBh: 312, 8)
　kleśa-pravr. tty-anuvr. tter aparipūrn. a-kleśa-laks.an. atvāc copakleśāh. .
(TA-Ms: 30a7)
　(cittopakleśanād iti cittasya kli⃝st. .atvakaran. āt) tatpravr.t(t)yanuvr. ttayah.  (upakleśāh. ) 

aparipūrn. n. am.  kleśalaks. an. ā (dharmmāh. ) upakleśā (ity ācaks.ate)ˌ
　SA-T: D.ngu135a2, P.chu153a4 (=om.); CU: 263b (margin).
　TA-T: D.do166a3-4, P.tho307b8-308a3; LA: D.chu133a2-3, P.nyu166b3-5 

(=om).
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 207, 12-13 (n.7).

【25】W: 498, 16 (unnoted) (AKBh: 319, 18)
　nirodha-mārga-dr. g-gheyam.  mithyā-dr. st. .y-ādikam. .
(TA-Ms: 31b3-4)
　(nirodhamārggadarśanaprahātavyānām api sāsravālam. banānām. ) nirodhamārg

gadarśanaprahātavya‹m. › mithyādr. st. .ādikam (ālam. banam.  tattra duh-khasamu
dayasam. gr. hītatvād duh- khasamudayadharmmānvayajñānaks. āntibhih.  
parijñāyate)

　SA-T: D.ngu139a3, P.chu157b8 (=om.); CU: 265b (margin).
　TA-T: D.do174b5-6, P.tho315b5- 7 ; LA: D.chu137a4-5, P.nyu171b1-2.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 235, 12 (n.8).

【26】W: 498, 19 (unnoted) (AKBh: 319, 18)
　na ca tadā tes. ām ālam. banam.  parijñāyate pūrvam eva jñātatvāt.

㉗
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(TA-Ms: 31b4)
　(na ca te tadā prahīyante kin tarhi paścān nirodhamārggadharmmānvayajñān

aks. āntibhir)ˌ nna ca tes. ām.  tadālam. banam.  parijñāyate pūrvvam eva 
parijñātatvātˌ

　SA-T: D.ngu139a4, P.chu158a1 (=om.); CU: 265b (margin).
　TA-T: D.do174b6-7, P.tho315b7- 8 ; LA: D.chu137a5-6, P.nyu171b2-3.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 235, 13-14 (unnoted).

【27】W: 498, 20-24 (unnoted) (AKBh: 319, 23)
　tatrʼ ālam. bana-prajñānāt kāmāvacarāh.  sva-dhātv-ālam. banā rūpʼārūpyāvacarāś 

ca duh. kha-samudaya-dr. g-gheyāh.  prahīyam. te. tatra visabhāga-dhātv-
ālam. banānām ālam. banam.  parijñayā paśyatah.  prahān. am.  duh. kha-samudayānvaya-
jñāna-ks.ām. tyor yugapad dvi-dhātv-ālam. banatvāt. 

(TA-Ms: 31b5)
　tatrālam. banaparijñānāt kāmāvacarāh.  svadhātvālam. banāh.  rūpārūpyāvacarāś 

ca duh- khasamudaya｛pra｝darśanaprahātavyāh.  prahīyam. teˌ tattra (hi) 
visabhāgadhātvālam. banānām (apy) ālambanam.  parijñāyā paśyatah.  prahān. am.  
(bhavati) duh-hkasamudayānvayajñānaks.āntyor yugapat- dvidhālam. banatvātˌ

　SA-T: D.ngu139a4, P.chu158a2 (=om.); CU: 265b (margin).
　TA-T: D.do175a1-3, P.tho316a2- 4 ; LA: D.chu137a7, P.nyu171b5 (=om.).
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 235, 17-236, 2 (n.13).

【28】W: 498, 26 (unnoted) (AKBh: 319, 24)
　(visabhāga-dhātu-sarvatragā ālam. banam es.ām. ) satkāya-dr. st. .y-ādīnām (iti. tad-

ālam. banāh.  sabhāga-dhātu-sarvatragāh. . tes.ām.  ks.ayāt prahān. āt.)
(TA-Ms: 31b5)
　(tadālam. banasam. ks. ayād iti visabhāgadhātusarvvattragāh.  sabhāgadhātu

sarvvattragān. ām.  yes. ām ālam. banam. ) satkāy(ām. tagrāha)dr. st. .yādīnām. (te 
tadālam. banās tes.ām.  sam. ks.ayah.  prahān. am. ˌ)

　SA-T: D.ngu139a5, P.chu158a3 (=om.); CU: 265b (margin).
　TA-T: D.do175a3-4, P.tho316a5; LA: D.chu137b1, P.nyu171b6-7 (=om.).
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 236, 3 (unnoted).

【29】W: 498, 28-29 (n.6) (AKBh: 319, 24)
　[(tad-dhetutven)opastam. bha-prahān. ād visabhāga-dhātu-sarvatragānām.  

prahān. am ālam. bana-pahān. ā].
(TA-Ms: 31b6)
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　(etad uktam.  bhavatiˌ) upastambhaprahān. ād visabhāgadhātusarvvatragān. ām.  
prahān. am.  (nā)lam. banaparijñānād itiˌ

　SA-T: D.ngu139a6, P.chu158a4 (=om.); CU: 265b (margin).
　TA-T: D.do175a4, P.tho316a5- 6 ; LA: D.chu137b1-2, P.nyu171b7-8.
　Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 236, 6-7 (n.14).
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松田和信
　2016　�「倶舎論注釈書断簡の梵文テキスト」『三友健容博士古稀記念論文集：智

慧のともしび アビダルマ仏教の展開』: 130-141.
宮下晴輝
　1983　�「倶舎論註釈書 Tattvārtha の試訳：第七章第一偈より第六偈まで」『仏

教学セミナー』38: 110（ 1 ）-87（24）.

キーワード　倶舎論注釈書 梵文写本 Sphut.ārthā Tattvārthā Sanskrit manuscript

註
⑴　Matsuda 2016, Odani 2024参照。
⑵　青原2003:28-39に示した一覧でいえば順次〔 6 〕〔 7 〕〔 9 〕〔12〕〔13〕〔16〕

に相当する。このうち，CU, UT, KU については現在，それぞれの Web サイ
トにおいて鮮明なカラー画像が公開されており，誰でも閲覧可能となっている。

⑶　この部分を欠く AC を除く。W: 723, 1- 4 にある結頌は，“etad vivr.”と
“rah. ” prasūtaº”の間に空白を挿入することで欠落あるものとして記述され，
注にチベット訳が補われている。AC 以外の写本はすべて W 本と同形式で記
述されており，おそらく最初の書写者が用いた元本にすでに欠落があったので
あり，それがそのまま継承されているのである。これを欠く AC も以下に論じ
る諸点から，同系統に属するものである。

⑷　W: 723に記述される奥書は，AC を底本としつつ，最初の詩頌を（おそらく
N 本から）補って構成されていが，各写本の奥書には異同がある。少々長くな
るが，紹介がてらそれらを比較してみよう。まず異同のある語句を区切って記
号化する。

　A）	 W: 723, 7-8 yo ʼdhītya .... asam. tust. .ah. 相当
　B）	 W: 723, 9-10 tena .... kalpitā 相当
　C）	 W: 723, 11-12 ācārya-yaśomitraº .... samāptām iti 相当
　D）	 dharmakośavyākhyāyam ast. .amakośasthānam.  | 
　E）	 gram. thakārasam. khyā. 25000
　F）	 �nairātmyadr. kpravarayā na nayasthitasya deyākhyadharma 
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urudhīdhanabuddhakīrn. ah.  | pun. yam.  yad atra mama tena janāstu sarvo 
mātrādibhir gurujanaih.  sahabuddhakīrtih.  || kośasya t. īkām.  vimalām.  
sphut.ārthām.  lekhāpanāt pun. yam upārjirtam.  yat* | tenāstu loko khila 
kośapūrn. abuddho yathā dhīdhanakośapūrn. ah.  || 7 || 

　G）	 �ye dharmāhetuprabhavā hetun tes. ām.  tathāgato hy avadat | tes. āñ ca yo 
nirodha evam. vādī mahāśraman. ah.  || 

　H）	 �deyadharmmā yam.  pravaramahāyānayāyinah.  śākyabhiks. umahāpan. d. itaś
rīsiddhamuner lekhakakasya yad atra pun. yam.  tat bhavatv ācāryopādhy
āyamātāpitr. pūrvagamam.  kr. tvā sakalasattvarāśer anuttarajñānaphalāv 
āptaya iti || śaśimunirasebde likhitam iti ||

　I）		 gurustake likhitam || 
　J）		 śubham ||
　K）	 �śrīgan. eśāya namah.  || | | śreyo ʼstu || nepālisamvat 1036 śuklādi || 

māghamāse krsn. . . apaks. e|| pam. camyān tithau || uttaraphālgunīnaks. etre|| 
atigam. d. ayoge am. gāravāsare || taddine raupyakhatarka 60 daks. in. ām 
idam abhidharmmakośapustakam.  kreyatām vr. haspatyena || (Cf. 青 原
2003: 44)

　W本では前注の称友の総結頌と連続して記述されるが，A 以降が奥書になる。
A, B は作者への讃嘆頌，C, D, E は書誌情報，F~J が書写者による讃徳文と筆
写記録，K は写本購入記録のようである。これらの語句が各写本では以下のよ
うに配置されている。

　　　AC	 A-C-D-E
　　　UT	 A-B-C-F-G
　　　KU	 A-B-C-F-G
　　　NN1	 A-B-C-F-G
　　　CU	 A-B-C-F-G-H
　　　NN2	 A-B-C-F-G-H-I-J
　　　NN4	 A-B-C-F-G-H-I-J-K
　　　W本	 A-B-C-E-J
　D の語句は AC 本の書写ミス（C の衍文）のようでもあり，実質 AC 本は

A-C-E の構成となる。これにより AC 以外の諸写本の親近性も想定し得る。ま
た荻原の注から判断して N 本（パリ・国立図書館写本）は A-B-C-J の構成だ
ったと思われる。SA-T の奥書（D.ngu333a5-7, P.nyu408a5- 8 ）は，A-B-C と
訳経記録の後 E-J に相当する文（数は18,000頌）でおわる。SA-T や AC（お
そらく N 本も）はオリジナルの奥書のみを伝え，他の写本は書写者の奥書も
継承しているのである。

⑸　UT, KU, NN1, NN2は同一箇所，具体的には W: 441, 3 anuśayavaśād から
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445, 17 abhyāso まで 5 ページ，写本にして 3 葉分相当の大幅な脱漏がみられ
る。全く同じ箇所であるため，これら 4 本が同一源泉から転写した同系本であ
ることが明白になる。しかもこの脱漏箇所は，NN4の204a 冒頭から205b 末尾
までの 2 葉全体と全く一致する。おそらく 4 本のいずれかが NN4を参照し，
転写の際に204・205葉が何らかの理由で脱落したものと思われる。それがその
まま他の 3 本に引き継がれてしまったのである。したがって順序は不明だが，
NN4→ NN1/NN2/UT/KU という書写の系統が確認できる。

⑹　W 本刊行後，別な編集者の手により二種の SA 校訂本が発刊されている。
Law1949・Law/Dutt1957および Shastri1970-1973である。前者は第 1 - 3 章と
第 4 章のみの再校訂であるが，Law はケンブリッジ写本を参照したらしく，
それが最も正確な写本と評している。それにもとづいて W 本（略号 J?）が少
なからず是正されている点は評価できるが，上述の欄外記述を特に問題視する
ことなく W 本に合わせたようであるし，しかも脚注に引かれる A, B, C, S, V
などの略号の詳細がどこにも説明されてなく，参照が困難である。また
Shastri 校訂本は AKBh との抱き合わせで非常に重宝するテキストである。し
かし諸写本と校合した再校訂なのか定かでなく，これも本稿では参照程度にと
どめた。

⑺　荻原が W の序文（p.1）に記した写本と略号は，C= カルカッタ写本（底本），
N= パリ・国立図書館（Bibliothèque Nationale）所蔵の南条文雄による書写本，
T= 高楠順次郎招来の東京大学所蔵本，K= 榊亮三郎招来の京都大学所蔵本，
L=Léviʼs，P=Poussinʼs とある。L と P は第 1 章と第 3 章に限定していること
から，L は Lévi/Stcherbatsky1918（SA 第 1 章校訂本），P は Poussin1914/18

（SA 第 3 章校訂テキスト研究）を表わしているようである。また脚注で MSS
と記すのは写本全般を示すのであろうが，時折登場する S の略号は説明がな
く特定しがたい。T と K はそれぞれ我々の収集した UT と KU に相当する。
荻原はこれら二本には誤りが多く校訂作業に全く役に立たないとして，途中か
ら参照を放棄している。実際，両者は一々指摘すれば切りがないほど誤字や脱
漏が多い。結局，W 本は主として C 本と N 本にもとづいていることが分かる。
また荻原が「カルカッタ写本」と呼ぶ C 本は，欠落箇所の一致などから判断
して，我々がコルカタのアジア協会（Asiatic Society）から収集した AC と同
一とみて間違いない。ただ N 本（パリ写本）は我々のコレクションではいま
だ未収集であるため（ひとえに筆者の怠慢による），W 本の異読注記などかす
かな情報から比較検討したい。

⑻　舟橋1986; 宮下1983: 91（n.22）, 89（n.56）; 小谷・本庄2007: 186（n.10, 11）
など。

⑼　二条件を満たさない事例を挙げれば，たとえば W: 498, 3- 8 は小谷・本庄 : 
233（n.21）が指摘するように SA-T にこれを欠くが，CU では全文が本文中に
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ある。そして TA-Ms の該当部分（31b1- 3 ）には別様の注釈が見られ，並行
文は存在しない。TA-T, LA も同様である。同様の例では，W: 447, 7（n.2）; 
456, 18-19（n.4）（LA は SA-T に等しい）; 490, 3-33などが該当する。その経
緯は不明であるが，SA-T の不備に起因すると思われる。また W: 510, 3-5 
paścād vā .... samanvāgatah. . は CU: 269b の欄外に記述があるがチベット訳は
存在し，TA-Ms（35a1- 2 ）, TA-T ともに該当文がない（LA には存在する）。
おそらくこの例は CU の単純な脱漏修正と思われる。逆に CU で本文中に記さ
れる文にチベット訳が存在する場合でも，TA-Ms に並行文が見られる場合が
あ る。 た と え ば W: 445, 13-14（yohi...rajju-darśanāt）; SA-T: D.ngu91a7-b1, 
P.nyu102b1- 3 は CU239a4の本文中にあるが，TA-Ms: 15b5に並行文が確認さ
れる。当初から称友が TA を流用した例であろう。それ以外は，今のところ
例外は一例も見いだされていない。さらに，稀な例として CU の欄外記述が他
の資料に全く反映されないが TA を示唆する例がある。CU253a の欄外に
“manāgatam. syādi” という短い書き込みがあり，その指定する位置が W: 471, 
9-10 katham.  tat pratyutpannam ity abhiprāyah. の ity の前となっている。こ
れは該当文を “katham.  tat pratyutpannam anāgatam.  syād ity abhiprāyah. ” と
変更することを指示したものと読みとれる。しかし他の写本には全く反映され
ず，したがって W 本にも存在しないのである。これは三世実有の作用説批判
において，彼同分の眼を問題にする箇所（AKBh: 297, 15）である。SA は世親
の意図を「彼同分の眼は機能がないのになぜ現在になるのか」と解釈するもの
であるが，CU の指示に従えば「なぜ現在が未来になるだろうか」という意味
になる。TA の該当箇所（23b1）では「〔彼同分の眼は〕現在なのにそのとき
には未来になってしまう」（varttamānam api tadānāgatam.  prāpnotīti）とあり，
意味的に類似する。ただし同趣旨にするためには指示文に否定辞を入れて「な
ぜ現在が未来にならないだろうか」とする必要があろう。そもそも SA の
pratyutpannam が TA では varttamānam と同義異語を用いているので流用の
形を取れず，意味的に TA と同じ解釈を SA の文に適用したかったのではない
か。しかし不備のために後続の写本には理解されなかったのである。以上の解
釈が正しければ，この当事者はかなり TA に傾倒しているようにも思われる。

⑽　補足された文の一部の語句が現存 TA-Ms と完全一致しない箇所も多く，
TA, LA 以外の他の未知の注釈書引用の可能性も示唆する。しかしたとえば松
田2016が報告する未知の倶舎論注釈書などと比べれば，あまりに TA との一
致点が多く，やはり TA からの流用とみるのが自然であろう。

⑾　Cf. 小谷・本庄2007: そのうち，①所縁の遍知により，欲〔界〕繋と色・無色
〔界〕繋の，自地を所縁とする，見苦・集所断の〔煩悩〕が断ぜられる。その
場合，非同類の界を所縁とする〔煩悩〕については，所縁を遍知でもって見る
人に断がある。苦・集類智忍は同時に二界を所縁とするからである。「自地を
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所縁とする」と限定したのは，非同類の界に遍行する〔煩悩〕を除外するため
である。②それを所縁とする〔煩悩〕の滅尽によりとは，これら有身見などに
は，非同類の界にも遍行する〔煩悩〕が所縁としてあるから，それを所縁とす
る〔煩悩〕は，同類の界に遍行する。それら（有身見など）が滅尽することに
よって，〔つまり〕断ぜられることによって，それら非同類の界に遍行する

〔煩悩も〕断ぜられる。〔その因であるがゆえに，支えが断ぜられることによっ
て，非同類の界に遍行する煩悩が断ぜられる。能縁の断である。〕

⑿　（試訳）自地を所縁とするについて，「自地」と言及するのは，異類の界に遍
行するものを除外するためである。また無漏を所縁とするについて，「無漏」
と言及するのは，有漏を所縁とするものを除外するためである。その中で所縁
を遍知するから，欲界繋の自界を所縁とする，また色・無色界繋の見苦・集所
断の〔煩悩〕が断じられる。その場合，さらに異類の界を所縁とするものの所
縁を遍知して見る者には断がある。苦・集類智忍は同時に二種を所縁とするか
らである。それを所縁とするものが滅尽するからについて，異類の界に遍行す
る〔煩悩〕が同類の界に遍行する有身・辺執見等の〔煩悩〕の所縁であるとき，
それらはそのとき所縁であり，それらの滅尽が断である。こう説かれたことに
なる。支えの断によって異類の界に遍行する〔煩悩〕の断があり，所縁の遍知
によるのではない。［論難］ではなぜそれらがそれらの支えであるのにそれの
原因となると想定しないのか？［答釈］だがそうであっても原因を損なうから
言われるべきではない。相互にこれだけが説かれているのであり，混乱しない
ためにそのように説かれる。それらはすべて相互因となる。だから「その所縁
の断」を語ることによって異類の界に遍行する〔煩悩〕だけが容易に知られ，
他の〔煩悩〕はそうではない。

　LA は後半部分が異なる。Cf. LA（D137b1-2, P171b7- 8 ）それを所縁とする
ものが滅尽するからについて，これら同類の界に遍行するものを所縁とする，
異類の界に遍行する〔煩悩〕があり，それらはそれを所縁とする。それの所縁
が滅尽するときそれを所縁するものが滅尽し，それを所縁とするものが滅尽す
るとき，それによって異類の界に遍行するものが尽滅する。支えを断ずるから
異類の界に遍行するものが欠落する。

⒀　Cf. NA: 650a05-12此惑於彼能作依持。依持斷時彼隨斷故。如羸病者却倚而
立。去所倚時彼隨倒故。如何於彼能作依持由此於彼能爲因故。豈不此卽說由害
因故斷。實爾此彼但是異名。然爲止濫故作是說。謂欲界惑自他界緣。皆有此彼
互爲因義。然無此彼展轉相緣。故於此中說能緣斷。欲令易了唯他界緣。由斷此
因彼便隨斷。

⒁　Cf. 小谷・本庄2007: 184, 17-185, 5輪廻の中に留まらせる（āsayam. ti）から漏
である（āsrava）というのが，語義解釈的な〔説明〕法である。あるいは〔輪
廻の中に衆生が〕居住するように漏出する（āsravam. ti）から〔漏である〕。有
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頂より無間地獄に至るまでという場合，六処という傷口〔つまり〕傷口にたと
えられる眼などの処から漏出する（āsravam. ti）〔つまり〕流れ出す。有頂から
未だ離染していない者にとってさえ，無間地獄に導く煩悩が現行することによ
って，あるいはそこ（有頂）に生じた者には，そこ（無間地獄）に生ずること
がありうることによって，有頂より無間地獄に至るまで趣く。何が漏出するの
かといえば，随眠である。漏出するから漏であるという場合，〔作者を示す第
一次接尾辞〕a〔が用いられているの〕である。Cf. 小谷・本庄2007: 187

（n.15）.
⒂　（試訳）漏出する云々とは，有頂から離染していない者にとってさえ，六処

を所依として無間地獄に導く煩悩が現行することによって，あるいはそこに生
まれた者にもそこに生まれる可能性があることに関して「無間地獄に至るまで
漏出する」と言われた。

⒃　小谷・本庄2007: 61必ずしも〔現行し〕ないとは，「断ぜられた〔修所断の
煩悩〕は現行しない。或いは断ぜられていない〔修所断の煩悩〕は現行する」
ということが決定しているのではない。なぜなら離欲者の信など〔の五根〕や
睡眠や苦根や眼などは断ぜられていても現行するからである。あるものは，断
ぜられていなくても現行しない。例えば，未離欲の聖者における（10c）殺生
等の如くであるという場合，「等」の語は，偸盗，邪淫，妄語を示す。それは
修所断である。修所断の法を所縁とするからとは，その殺生などの〔対象とな
る〕有情などという所縁が修所断の法のみだからである。たとえ有身見なども
修所断の法を所縁とするとしても，修所断のみを〔所縁とするの〕ではないか
ら，ゆえにそれらは修所断ではない。

　以上の和訳は舟橋1986の 2 ヶ所にわたる修正案をさらに修正した以下の文にも
とづいている（イタリック：舟橋補足修正箇所，下線：小谷らの修正箇所）。

　nāvaśyam iti, prahīn. am.  na samudācarati aprahīn. am.  vā samudācaratīty 
aniyamah. , tathā hi vītarāgasya śraddhādi-middha-duh. khendriya-caks. ur-
ādayah.  prahīn. ā api samudācaram. ti, kim. cit aprahīn. am.  api na samudācarati, 
tadyathā avītarāgasya āryasya vadhādi-paryavasthānam. ....

　na tu kevalam.  bhāvanā-heyān ity ato na te bhāvanā-heyāh. , darśana-heyānām 
antarmukhatvāt. bhāvanā-heyālambanaiva rāga-dves. a-mohair vijñaptir 
utthāpyata iti. bhāvanā-heyam eva vadhādi-paryavasthānam. . 

　TA-Ms と比して舟橋らの指摘の確かなことが証明される。ただし NA から補
足した「未離欲の聖者」（avītarāgasya āryasya）の限定は TA には存在しない。

⒄　（試訳）必ずしも〔現行し〕ないとは，この場合「断ぜられた〔修所断〕は
現行しない，あるいは断ぜられていない〔修所断〕は現行する」と絶対的に定
まっているのではないからである。すなわち信等・睡眠・苦根・眼等は断ぜら
れても現行し，あるものは断ぜられていなくても現行しない。たとえば
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[V-10c]殺害等の纏は〔修所断であるように〕。修所断の法を所縁とするからと
は「この者が殺害されるべき等の有情等だ」という〔所縁〕があれば，その

〔所縁〕は修所断である。色等の集積だからである。また貪・瞋・癡は見所断
を所縁とするもののみがその見所断であり，修所断を所縁とするものは〔見所
断では〕ない。そして見所断は内門転であるから修所断を所縁とする貪等のみ
によって表〔業〕は等起される。よって殺害等の纏は修所断のみである。

⒅　【16】も同種の事例である。
⒆　CU/NN4: anye; AC: anya.
⒇　脚注の開始番号が欠落している。以下の引用の冒頭に記されるべきであろう。
㉑　SA-T: D.ngu91b2; P.chu102b5 (=om.); CU: 239a (margin); Cf. 小谷 ･ 本庄2007: 

25 (n.3).
㉒　TA-Ms に錯綜がある。（15b7）...mārggadarśanam. の後 vyavastheti とあり

文 章 が 続 か な い。TA-T が 正 し く， そ れ に も と づ け ば（16a7）mārgga-	
darśanaheyah. ˌkīdr. śā...te mārggadarśanaheyāh. ˌ がこの間に入るべきである。な
お小谷 ･ 本庄2007: 25（n.4）は samudaya-nirodha-mārga-praheyʼālam. banah. を
samudaya-nirodha-mārga-darśana-heyālam. banah. に訂正している。同様の誤り
が TA-Ms 対応箇所にも存在することが注目される。

㉓　W 本脚注 6 と 7 が入れ替わっている。
㉔　LA の前後の記述は SA-T と類似している。
㉕　dhātrī kumārakavad ] em. W: dhātryah.  kumārakam. Cf. W: 488 (n.5, 6).
㉖　CU の欄外記述は ºsam. bhavāt までで，残りは本文中にある。CU 欄外部分

のみ TA に対応する。TA にはない ka 以下はおそらく文法解釈のため SA-T
が翻訳放棄したものと思われる（本論の解説参照）。

㉗　TA-T は最後の 2 句が nyon mongs pa sdugs paʼi phyir ro と省略され，LA
の方がむしろ TA-Ms に対応する。

《付記》
　本稿脱稿後，本学で未収集だったフランス国立図書館写本（N 本）は Web サ
イト上で写本画像が公開されていたことを知った｡ 取り急ぎ確認したところでは，
本稿で推定した奥書情報などに概ね間違いはなかった｡ 機会を改めて詳細に検討
したい｡
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